
 

 

地域人材を活用した夏休み地域塾の取り組み 

－農家住宅納屋を活用した学童保育施設「つばめの家」の研究事例－ 

 

学童保育施設 納屋 改修 

地域塾 空間構成 空間機能評価 

 

1. 序論 

1) 研究背景 

 1997 年に制定された児童福祉法により、放課後学童保育が

制度化され、年々学童保育施設の数は増え続けている。 

 施設の整備が進む一方で待機児童数は約 1 万人と言われ

ており、「施設の不足」「大規模化による弊害」を解消するため

に行われている入所児童数の制限等、施設を巡る問題は多い。 

 収容児童数 40 人以下の適正規模の施設整備を促進するた

めには、自治体の財政負担軽減のためにも民間を含めた既存

施設の活用が重要な課題と考えられる。 

2) 研究の目的 

 民間施設を利用した学童保育施設に関しては、「民間型学

童保育施設における児童と床面積の関係」「民間型の特性を

生かした学童保育施設計画の重要性」について論じた研究等

があるものの、全体的には研究蓄積は尐ない。 

 本報告は、まだ数として尐ない民間施設を活用した学童保育

施設の実例として、農家住宅納屋を改修した放課後児童クラ

ブ「つばめの家」(写真:1～3)の利用実態調査を行い、夏休み

期間中に開催される「地域塾」の全体像と使われ方の特徴に

ついて検討するものである。 

 

2. 改修設計と空間構成 

1) 改修設計 

 図 1･2に既存平面図･改修後平面図を示す。 

 改修計画は施設運営計画(児童定員 25 名･指導員 2 名、平

日:放課後～18:00･休日:9:00～18:00)を基本に、耐震補強設

計及び改修予算を考慮し総合的に策定した。既存平面を活か

す事を前提に、南側入り口にはスロープ、ミニキッチンを有する

「多目的室」、畳コーナーを有する「プレイルーム」、牛小屋部

分を「サニタリー」とする平面構成とした。 

2) 空間の領域構成 

 学童保育施設の領域構成を取り上げている既往研究には次

のものがあり、宮本･岩渕氏は「学童保育施設における活動機

能と平面構成(2007)」により平面構成の特徴の把握を、清水・

小野氏は「学童保育施設の生活空間構成の実態(2011)」により

室の領域構成における動･静領域の区分を行っている。 

 「つばめの家」の改修後の空間構成は既往研究で分類され

ている「2 室 3 領域型」に該当する。この構成にする事で「改修

設計後の空間構成における施設の既存プログラム」「遊び･生          
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活等の活動の分化」等が適切に行われる様に計画した。 

 

3. つばめの家の夏休み 

1) 調査概要 

 施設の利用実態調査として使われ方調査を実施した。 

 施設を利用する全ての人を対象とし、終日 5 分間隔でその

活動を平面図にプロットすると同時に、多目的室･プレイルーム 
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図 2 改修後平面図 

図 1 既存平面図 
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午前 23
平日(地域塾無し) 5
土曜日(地域塾無し) 4
夏休み児童預かり合計日数3 2 ( 9 )
日曜日･休み 10
計 42

表1　夏休み全日程の集計

平日 午前 地域塾 午後 プー ル 9
地域塾 自由遊び 14
自由遊び プー ル 1
自由遊び 自由遊び 4

土曜日(地域塾･プー ル無し) 4
夏休み児童預かり合計日数 32
日曜日･休み 10

計 42  
 

にビデオを設置し、写真撮影、更に会話の記録を行い活動内 

容をまとめた。調査期間は 2011.07.21～08.31 で、児童の夏休

み期間の 42日間にわたり実施した。 

2) 夏休みの活動 

 夏休みの日常の典型は図 3 に示す通り、「自由時間‐勉強‐

自由時間‐おやつ‐自由時間‐地域塾(4 章にて後述)‐自由時

間‐昼食‐自由時間‐おやつ‐掃除‐自由時間」と構成される。 

 表 1 に夏休み全日程の集計、図 4 に夏休み全日程のタイム

スケジュールを示す。児童の夏休み全 42 日の内、施設は 32

日間開所されている。地域塾は休日を除く 32 日の内 23 日間、

2/3の割合で行われている。又 7/29～8/11の 9日間、児童の

通う小学校のプールが解放されているため午後のプログラムは

プールとなっている。午前午後のプログラムが共に自由遊びと

なっているのは、全 32日の内 8日間のみとなる。 

 

4. 地域塾 

1) 地域人材を活用した夏休みの取り組み 

 放課後児童クラブ「つばめの家」では夏休みを利用し、施設

に通う児童と地域住民の交流を図る「地域塾」を開催している。

子ども達は夏休みを通して様々な体験をし、講師として招かれ

た地域住民は各々の得意とする分野を披露･広める場となって

いる。これは社会福祉協議会に属する地域共生ホームが運営

する学童保育施設ならではの取り組みで、他の大多数の学童

保育施設には見られない有意義な取り組みであると言える。 

2) 活動内容 

 地域塾はそれぞれ、講師が話を聞かせたり絵本を読み聞か

せて交流する「お話系」、習字や英語等の体験を通して勉強を

する「勉強系」、講師の指導のもとテーマの物を作る「工作系」、

歌や踊りを楽しむ「音楽系」、体を使って遊ぶ「運動系」、施設

を離れ活動する「野外塾」といった 6つの系に分類できる。 

 表 2 に分類されたテーマと細かな内容をまとめたものを示す。 

 「工作系」の地域塾は 8 事例あり、地域塾の系として取り扱い

易いものであるかと思われる。テーマも様々で普段触れる機会

の尐ないテーマを取り扱うものも見られる。 

 一方、「運動系」「音楽系」に関しては現時点で比較的行われ

る機会も尐なくテーマの選定に関して難しい系であるが、幅の

広がりそうな系でもあるため今後に期待できる部分である。 

3)系ごとの典型 

凡例 勉強 昼食 おやつ 掃除 地域塾 野外塾 プール 外出

※横軸はスタッフによって施設が開所してから、施錠され閉所するまで

※8/13(土)～8/16(火)はお盆休み、8/20(土)は登校日のため休み
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 「お話系」の典型事例と児童の来所から昼食までの午前中の

流れをまとめたもの、他 5つの系の典型事例を「プロットされた 

表 1 夏休み全日程のプログラム 

図 4 夏休み全日程タイムスケジュール 

図 3 1日の典型タイムスケジュール 
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 表2　地域塾の分類

系 タイトル 内容

お話系
(4) 

おまわりさんのお話 交通安全･夏休み過ごし方のお話
原爆のお話 原爆の紙芝居
絵本の読み聞かせ 間違い探し/ミニゲーム/紙芝居
校長先生による紙芝居 紙芝居/算数の問題

勉強系
(3)

消化訓練 消化訓練/消防車･救急車の見学
習字 習字の練習･清書
英語に親しむ 英語(発音中心)の勉強

工作系
(8)

万華鏡作り(1) 万華鏡/紙飛行機/紙鉄砲
万華鏡作り(2) 万華鏡作り
国体用のしおり作り しおり作り
陶芸 お皿の陶芸
折り紙工作 折り紙で工作
絵手紙作り 絵手紙作り
誕生会ケーキ作り ケーキ作り/おやつ時誕生会
ペットボトル水族館作り ペットボトル工作

音楽系
(3)

歌とダンス 講師の先生の世間話/歌/踊り
菊華太鼓 太鼓体験
音楽に親しむ 楽器と歌

運動系
(2)

人間知恵の輪 体操/体で･針金で知恵の輪
空手 空手

野外塾
(2)

木の工作 下駄作り/川遊び
竹馬作り 竹馬作り/川遊び

 

平面図」「写真」「時間の経過」「場面の説明」をまとめた図(図 5

～10)と共に見ていく。野外塾は施設を離れて活動するため行

われている場所の図面を示し様子を記述する。 

(1)お話系地域塾「おまわりさんの話」及び午前中の使われ方 

 来所してから 8:30 までの間は自由時間となっており遊びの

種類によって活動場所が分かれている(図 5-A)。勉強は多目

的室で行われるため活動が自由時間へと移る際も、勉強を続

ける児童と遊びはじめる児童とで活動が混ざり合うことがない

(図 5-B)。おやつも多目的室で摂られる、この間に児童のいな

くなったプレイルームに地域塾の準備が行われる(図 5-C)。地

域塾はプレイルームで行われるが、机を並べても児童が席に

着ける広いスペースが確保されている(図 5-D)。地域塾が終了

すると昼食までの間は自由時間となるが、児童は多目的室や

屋外で遊びを始め、地域塾の片づけが終わるとプレイルーム

での遊びも始まる(図 5-E)。昼食はおやつ時同様多目的室で

摂られる(図 5-F)。 

(2)勉強系地域塾「習字」での使われ方 

 地域塾の様子を、図 6 に示す。机配置はお話系地域塾と同

じように行われており、児童は各々の席で作業をする。机間は

スタッフ･講師が児童の作業を見て回れるだけの幅を確保して

あり、室の開いた場所には児童が書いた作品を並べていける

だけのスペースを確保できる。 

(3)工作系地域塾「陶芸」での使われ方 

 地域塾の様子を図 7 に示す。勉強系同様机間はスタッフ･講

師が巡回できる幅が確保されている。スロープ部分には準備物

を置けるスペースが確保されており、室内を広く使う事が出来る。 

(4)音楽系地域塾「菊華太鼓」での使われ方 

 地域塾の様子を図 8に示す。プレイルームは作り付け家具も 

 

表 2 地域塾の分類 

図5 地域塾「お話系」を含めた午前中の過ごし方の典型例 
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講師が来所、プレイルームに案内しスタッフが児童を席に座らせ地域塾開始。習字を行

う際の注意事項や、課題の「字」の説明等を行う。

書き始める、スタッフの2人は子どもたちを見て回る、講師の人はそれぞれの子に1人

ずつ、名前の書き方を教えて回る。

児童は書き上げたものを、室の周りに敷いてある新聞紙の上に並べていき始める。

講師が児童一人ひとりの書き上げた字を選定していく。

スタッフが早く終わった児童に片付けの説明をしていく。

皆の片づけが終り、挨拶をし地域塾終了。

習字(10:18　練習時)

 

 

なく太鼓を十分に並べられる広さがある。又、搬入に際しても

西側開口部は全開放も出来るため、太鼓のように大きな物も容

易に運び入れることが出来る。 

(5)運動系地域塾「人間知恵の輪」での使われ方 

 地域塾の様子を図 9 に示す。家具配置等行わない、かつ段

差や障害物も無いため広く室を使用出来ており、走り回ることも

可能となっている。 

(6)野外塾「竹馬作り」の昼食までの様子 

 活動の様子を図 10に示す。室内では出来ない広いスペース

を要する竹馬作りを行っている。大きな木の木陰で暑さをしの

ぐことも出来ており、野外での活動も不自由なく行われている。 

 

5. まとめ 

(1)全 32 日の開所日の内 23 日間地域塾が行われており、児

童は毎日退屈することなく夏休みを過ごすことが出来ている。 

(2)地域塾のテーマは 6 つの系に分類され、地域のボランティ

アの参加を得て、幅広いテーマが設定されている。 

(3)午前中の過ごし方･各系の地域塾の典型例を見ると、2 室 3

領域型の構成により、勉強・おやつ・昼食と地域塾の空間は明

瞭に区分されており、かつ両室は隣接・連続していることから、

各行為はスムーズに展開している。 

 午後の活動を含む詳細の報告は今後行っていく予定である。 
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講師が来所、プレイルームに案内しスタッフが児童を席に座らせ地域塾始め。

陶芸の説明等が終ると作業を開始する、講師･スタッフが児童の作業を見て回る。

皆が作業を終えると、挨拶をし地域塾を終える。その後皆で片付けをする。

陶芸(10:20　作業時)

 

図 8 音楽系「菊華太鼓」 8/10 

図 6 勉強系「習字」 7/26 

図 7 工作系「陶芸」 8/1 

図 9 運動系「人間知恵の輪」 7/27 

図 10 野外塾「竹馬作り」 8/8 
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